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本講演では、マイクロ流体デバイス技術を利用して細胞を規格化されたブロ

ックとして加工し、それらを組み上げることで 3次元の細胞組織を構築するア
プローチについて紹介する。 
マイクロ流体デバイス技術は、微小空間での流体の扱いを得意としている。

粘性力が慣性力よりも支配的なる微小流路中では、液体の流れは層流となり、

操作が容易になる。我々は、この技術を駆使し、微小な流れを制御することで、

3次元の組織構築に必要な細胞ブロックを形成している。 
たとえば、上記の技術を使って、接着細胞をハイドロゲルのファイバで包含

し、細胞をファイバのように規格化された材料として扱う方法を確立した。こ

れにより、血管、神経、筋肉などのファイバ状の組織を細長く形成できるよう

になってきた。また、ファイバを編んだり巻いたりすることにより高次の組織

を形成できることが分かった。さらに、膵島細胞などをファイバに内包すれば、

糖尿病治療に有効な低侵襲の移植片として使えることも分かってきた。講演で

は、ファイバに加えて、ビーズ型やプレート型に規格化された細胞構造も提案

する予定である。 
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